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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 637,758 18.2 44,713 98.8 44,922 105.5 15,804 17.0
25年3月期第3四半期 539,434 0.5 22,496 △32.2 21,862 △29.8 13,503 △33.0

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 55,373百万円 （133.7％） 25年3月期第3四半期 23,697百万円 （327.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 29.26 29.23
25年3月期第3四半期 25.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 994,320 390,948 37.0
25年3月期 882,547 340,812 36.2
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 368,385百万円 25年3月期 319,286百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 6.00 ― 5.00 11.00
26年3月期 ― 7.00 ―
26年3月期（予想） 7.00 14.00

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 860,000 17.4 63,000 94.7 61,000 101.2 26,000 65.2 48.14



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料5ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料5ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 551,268,104 株 25年3月期 551,268,104 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 11,114,126 株 25年3月期 11,349,715 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 540,057,979 株 25年3月期3Q 540,204,905 株



(ご参考） 
連結経営成績 第3四半期連結会計期間（平成25年10月1日～平成25年12月31日） 
                                          （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 224,154 31.8 15,961 291.3 16,782 242.0 1,054 △35.9
25年3月期第3四半期 170,032 △8.0 4,079 △60.2 4,907 △47.2 1,645 △71.5

(注）包括利益 26年3月期第3四半期  22,662百万円(△15.3％） 25年3月期第3四半期  26,757百万円(308.6％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 1.95 1.95
25年3月期第3四半期 3.05 －
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第3四半期連結累計期間の世界経済を概観すると、日本では円高の修正や株価の上昇などを

背景に緩やかな景気回復が続きました。米国では、個人消費・住宅投資などが総じて堅調に推移

し緩やかな景気拡大が続き、欧州の景気は緩慢ながらも持ち直しを示しました。アジアでは、ア

セアンにおいて景気の鈍化がみられましたが、中国では内需が堅調に推移し景気は安定した拡大

を続けました。 

このような経済環境下、当社グループは平成28年の創立100周年における売上高1兆円を目指し、

平成25年4月より3年間の中期経営計画が新しくスタートしました。事業戦略としては「収益重視

の成長」、経営基盤の強化に向けては「1兆円の物量を回す管理能力の構築」に取組んでおりま

す。 

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は6,377億58百万円と前年同期に比べて18.2％の

増収となりました。営業利益は、447億13百万円(前年同期比+98.8％)となり、経常利益は449億

22百万円(前年同期比+105.5％)となりました。特別利益に投資有価証券売却益24億25百万円、固

定資産売却益9億33百万円、特別損失に独占禁止法関連損失167億49百万円を計上し、税金費用、

少数株主利益を控除した結果、四半期純利益は158億4百万円と前年同期に比べて17.0％の増益と

なりました。 

 

当社グループのセグメントごとの市場環境と業績は次のとおりであります。 

 

(1)産業機械事業 

産業機械関連需要は、昨年度後半の落ち込みから緩やかな回復が続いています。地域別にみる

と、日本では、アフターマーケット向けが上向きつつありますが、資本財向けを中心に減収とな

りました。米州では、緩やかな需要の回復傾向に加え、為替の効果もあり売上高は増加しました。

欧州では、電機向けやアフターマーケット向けに持ち直しの動きが表れています。アジアでは、

アセアンは景気鈍化による影響を受けましたが、中国では電機向けを中心に増収となりました。 

この結果、産業機械事業の売上高は1,779億26百万円(前年同期比+9.8％)、営業利益は155億

4百万円(前年同期比+52.7％)となりました。 

 

(2)自動車事業 

自動車市場は中国、米国が牽引し、世界全体で拡大傾向が続いております。地域別にみると、

日本では、消費税増税前の駆け込み需要が表れていますが、エコカー補助金終了の反動もあり売

上高は減少しました。米州では、底堅い買い替え需要により市場が堅調に推移し、増収となりま

した。欧州では、夏以降自動車市場に持ち直しの気配がみられ、売上高は為替の効果もあり増加

しました。アジアでは、アセアン地域内での各市場の伸びにばらつきがみられたものの、中国市

場の成長と新規車種立ち上げにより、売上高が増加しました。 

この結果、自動車事業の売上高は4,324億55百万円(前年同期比+20.7％)、営業利益は335億

25百万円(前年同期比+102.0％)となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

（資産、負債） 

資産合計は9,943億20百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,117億72百万円増加しました。

主な増加は現金及び預金98億69百万円、受取手形及び売掛金143億90百万円、有価証券139億6百

万円、製品120億39百万円、有形固定資産224億29百万円、投資有価証券186億30百万円によるも

のであります。 

 負債合計は6,033億72百万円となり、前連結会計年度末に比べて616億37百万円増加しました。 

主な増加は支払手形及び買掛金202億45百万円、未払法人税等68億46百万円、独占禁止法関連損

失引当金100億円、長期借入金276億8百万円であり、主な減少は短期借入金143億22百万円による

ものであります。 

 

（純資産） 

 純資産合計は3,909億48百万円となり、前連結会計年度末に比べて501億35百万円増加しました。

主な増加は四半期純利益158億4百万円、その他有価証券評価差額金124億40百万円、為替換算調

整勘定242億62百万円によるものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第3四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は1,651億75百万円となり、前連結会

計年度末に比べて235億22百万円の増加となりました。また、前年同期末に比べて334億75百万円

の増加となりました。 

 

当第3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 

(1)営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動により得られたキャッシュ・フローは、前年同期に比べて215億44百万円増加し、

518億89百万円の収入となりました。主な収入の内訳は、税金等調整前四半期純利益315億32百万

円、減価償却費259億69百万円、仕入債務の増加160億38百万円、及び独占禁止法関連損失に関わ

る見積り計上額の増加167億49百万円であり、一方で主な支出の内訳は、売上債権の増加46億

68百万円、たな卸資産の増加80億79百万円、法人税等の支払額62億22百万円であります。 

 

(2)投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、前年同期に比べて28億5百万円減少し、295億

85百万円の支出となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出310億50百万円であ

ります。 

 

(3)財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動に使用されたキャッシュ・フローは、前年同期に比べて2億85百万円減少し、22億

67百万円の支出となりました。主な収入の内訳は、長期借入れによる収入469億93百万円であり、

一方で主な支出の内訳は、長期借入金の返済による支出420億29百万円、配当金の支払額63億

74百万円であります。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

平成25年9月30日に公表いたしました平成26年3月期連結業績予想(平成25年4月1日～平成26年

3月31日)につきまして、第3四半期連結累計期間の業績等を踏まえ、通期の業績予想を見直しい

たします。 

 

〔通期〕 

         今回予想(A)  前回予想(B)  増減額(A-B)   増減率 

売上高      8,600億円      8,400億円        200億円    2.4% 

営業利益            630億円        580億円         50億円        8.6% 

経常利益            610億円        550億円         60億円       10.9% 

当期純利益          260億円        340億円       △80億円   △23.5% 

 

 

業績予想の見直しにあたり、以下の要因を考慮しております。 

 

＊第4四半期の想定為替レートは、1米ドル100円、1ユーロ135円を使用しております。 

＊為替レートが円安に推移していることなどから、売上高、営業利益及び経常利益につきま

しては、それぞれ前回発表予想を上回る見通しです。 

＊当期純利益につきましては、平成26年3月期第3四半期決算において、独占禁止法関連損失

100億円を特別損失に計上したことから、上記のとおり下方修正いたします。 

＊特別損失の詳細につきましては、13ページ「３．四半期連結財務諸表（５）四半期連結貸

借対照表関係に関する注記(1)訴訟事項等①関係当局による立入検査について」をご覧く

ださい。 

 

前述の業績予想は、資料の作成時点においての経済環境や事業方針など一定の前提に基づいて

作成しております。従って実際の業績は、様々な要因によりこれらの予想とは異なる可能性があ

ります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 

（税金費用の算定方法） 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 

（会計方針の変更) 

当社グループでは、貯蔵品の評価方法について、従来、主として移動平均法を採用しておりま

したが、新会計システム導入を機に、業務処理の迅速化・効率化の観点から業務の見直しを行っ

た結果、主として先入先出法を採用することが妥当であると判断しました。なお、この変更によ

る影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。 

 

（会計上の見積りの変更） 

従来、海外子会社が保有する有形固定資産の「機械装置」は耐用年数を主に10年として減価償

却を行ってきましたが、第1四半期連結会計期間より主に12年を採用しております。 

当社グループは、当期を初年度とする中期経営計画において、中国、アジアを中心とした海外

各国の製造拠点で増強設備投資を加速させ、従来、日本で製造されていた製品の海外生産比率を

大幅に高めることで、グローバルでバランスのとれた供給力の強化を行い、需要変動をグローバ

ルで補完し合うことで、事業環境の変化に強い生産体制の構築を進めています。また、グローバ

ルで高水準の保全体制を構築することで製造機械の長寿命化を図っています。これを契機に耐用

年数の見直しを実施し、海外工場において使用する各種製造機械の経済的使用可能予測期間の分

析を行った結果、耐用年数12年が使用実態を反映するものと判断しました。 

これにより、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の減価償却費は1,922百万円減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ1,643百万円増加しておりま

す。 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

従来、当社及び国内子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、平成10年4月1日以降に

取得した建物(建物附属設備は除く)を除き、原則として定率法を適用しておりましたが、第1四

半期連結会計期間より、当社及び主要な国内子会社は定額法に変更しております。 

当社グループでは、当期を初年度とする中期経営計画に基づき、為替変動リスクへの対応や製

造コスト低減のため、現地生産及び現地調達を強化し、グローバルな生産体制の再編を進めてま

いります。 

今後の生産計画では、中国、アジアを中心とした海外各国の製造拠点で増強設備投資を加速さ

せ、従来、日本で製造されていた製品の海外生産比率を大幅に高めることで、グローバルでバラ

ンスのとれた供給力の強化を行い、需要変動をグローバルで補完し合うことで、事業環境の変化

に強い生産体制の構築を進めてまいります。これを契機に、当社及び主要な国内子会社の生産設

備の使用実態を適切に反映した減価償却方法について再検討しました。 
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この結果、日本では安定的な稼働と生産の平準化が実現される見込みであり、当社及び主要な

国内子会社の有形固定資産の減価償却方法を使用可能期間にわたり均等に原価配分する定額法に

変更することが、使用実態をより適切に反映するものと判断しました。 

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第3四半期連結累計期間の減価償却費は

750百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ610百万円増加

しております。 

 

 

（４）追加情報 

 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

連結子会社のうち、ラネーNSKステアリングシステムズ社については、従来、連結決算日より

も3ヶ月前の決算財務諸表を使用し、連結上必要な調整を行い連結しておりましたが、当連結会

計年度より連結決算日の決算財務諸表を使用することに変更しております。 

なお、この変更に伴う3ヶ月間の損益は、利益剰余金に計上しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年3月31日) 

当第3四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 54,643 64,512

受取手形及び売掛金 141,706 156,096

有価証券 86,272 100,179

製品 63,930 75,970

仕掛品 38,534 41,707

原材料及び貯蔵品 16,804 20,369

その他 47,623 57,383

貸倒引当金 △1,326 △1,497

流動資産合計 448,187 514,721

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 77,017 81,988

機械装置及び運搬具（純額） 133,188 148,747

その他（純額） 69,883 71,782

有形固定資産合計 280,089 302,519

無形固定資産 13,970 14,539

投資その他の資産   

投資有価証券 88,635 107,266

前払年金費用 42,579 46,016

その他 9,575 9,744

貸倒引当金 △490 △487

投資その他の資産合計 140,299 162,540

固定資産合計 434,359 479,598

資産合計 882,547 994,320
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年3月31日) 

当第3四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 117,808 138,054

短期借入金 113,426 99,104

未払法人税等 2,356 9,203

独占禁止法関連損失引当金 － 10,000

その他 55,870 56,099

流動負債合計 289,462 312,461

固定負債   

社債 35,000 35,000

長期借入金 156,676 184,284

退職給付引当金 19,855 21,930

役員退職慰労引当金 1,693 1,472

環境対策引当金 163 184

その他 38,884 48,039

固定負債合計 252,272 290,911

負債合計 541,735 603,372

純資産の部   

株主資本   

資本金 67,176 67,176

資本剰余金 78,343 78,461

利益剰余金 188,034 200,244

自己株式 △4,518 △4,449

株主資本合計 329,036 341,432

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,986 34,427

為替換算調整勘定 △31,737 △7,474

その他の包括利益累計額合計 △9,750 26,953

新株予約権 510 365

少数株主持分 21,015 22,197

純資産合計 340,812 390,948

負債純資産合計 882,547 994,320
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 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第3四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成24年4月1日 

 至 平成24年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月1日 

 至 平成25年12月31日) 

売上高 539,434 637,758

売上原価 439,239 506,384

売上総利益 100,194 131,374

販売費及び一般管理費 77,698 86,660

営業利益 22,496 44,713

営業外収益   

受取利息 383 465

受取配当金 1,193 1,348

持分法による投資利益 2,335 2,701

その他 1,931 2,452

営業外収益合計 5,843 6,968

営業外費用   

支払利息 3,650 3,608

製品補償費 730 1,400

その他 2,096 1,749

営業外費用合計 6,477 6,759

経常利益 21,862 44,922

特別利益   

投資有価証券売却益 － 2,425

固定資産売却益 － 933

特別利益合計 － 3,358

特別損失   

独占禁止法関連損失 － 16,749

投資有価証券評価損 353 －

特別損失合計 353 16,749

税金等調整前四半期純利益 21,508 31,532

法人税等 6,633 13,841

少数株主損益調整前四半期純利益 14,874 17,691

少数株主利益 1,371 1,887

四半期純利益 13,503 15,804
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 四半期連結包括利益計算書 
 第3四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成24年4月1日 

 至 平成24年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月1日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 14,874 17,691

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 339 12,411

為替換算調整勘定 8,433 24,850

持分法適用会社に対する持分相当額 49 419

その他の包括利益合計 8,822 37,681

四半期包括利益 23,697 55,373

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 21,813 52,508

少数株主に係る四半期包括利益 1,883 2,865
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成24年4月1日 

 至 平成24年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月1日 

 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 21,508 31,532

減価償却費 25,093 25,969

のれん償却額 533 236

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67 23

退職給付引当金及び前払年金費用の増減額 △857 △3,083

受取利息及び受取配当金 △1,577 △1,814

支払利息 3,650 3,608

持分法による投資損益（△は益） △2,335 △2,701

投資有価証券売却損益（△は益） － △2,425

有形固定資産売却損益（△は益） － △933

独占禁止法関連損失 － 16,749

投資有価証券評価損益（△は益） 353 －

売上債権の増減額（△は増加） 26,843 △4,668

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,534 △8,079

仕入債務の増減額（△は減少） △19,481 16,038

その他 △8,009 △14,747

小計 39,255 55,705

利息及び配当金の受取額 3,572 6,013

利息の支払額 △3,449 △3,606

法人税等の支払額 △9,033 △6,222

営業活動によるキャッシュ・フロー 30,344 51,889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 1,867 △1,271

有価証券の取得による支出 △4,800 △300

有価証券の売却による収入 6,004 1,001

有形固定資産の取得による支出 △34,066 △31,050

有形固定資産の売却による収入 570 2,325

投資有価証券の取得による支出 △211 △47

投資有価証券の売却による収入 822 2,885

貸付けによる支出 △64 △561

貸付金の回収による収入 96 101

その他 △2,609 △2,668

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,391 △29,585
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(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成24年4月1日 

 至 平成24年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年4月1日 

 至 平成25年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,086 38

長期借入れによる収入 1,761 46,993

長期借入金の返済による支出 △4,880 △42,029

自己株式の取得による支出 △324 △34

配当金の支払額 △6,346 △6,374

少数株主への配当金の支払額 △605 △911

その他 △244 51

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,552 △2,267

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,093 3,462

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,505 23,499

現金及び現金同等物の期首残高 135,307 141,653

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△101 22

現金及び現金同等物の四半期末残高 131,700 165,175
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（４）継続企業の前提に関する注記 

 

該当事項はありません。 

 

 

（５）四半期連結貸借対照表関係に関する注記 

 

(1)訴訟事項等 

 

①関係当局による立入検査について 

(前連結会計年度) 

軸受製品の取引に関して、当社のドイツにおける販売子会社は、平成23年11月に、EU競争法違

反の疑いがあるとして、欧州委員会による立入検査を受けました。また、当社の米国における子

会社は、平成23年11月に、当該取引の情報の提供を求める召喚状を米国司法省から受領いたしま

した。さらに、当社の韓国における製造・販売子会社は、平成24年7月に、独占規制及び公正取

引に関する法律(公正取引法)違反の疑いがあるとして、韓国公正取引委員会による立入検査を受

けました。加えて、当社のシンガポールにおける販売子会社は、平成25年2月に、競争法違反の

疑いがあるとして、シンガポール競争法委員会による立入検査を受けました。 

また、当社の子会社は、その他の国においても関係当局による調査等を受けております。 

当社及び当社グループといたしましては、関係当局による調査等に全面的に協力しております。 

なお、これらの結果として、今後、課徴金等による損失が発生する可能性がありますが、現時

点ではその金額を合理的に見積ることは困難であり、当社の経営成績等に与える影響は明らかで

はありません。 

 

(当第3四半期連結会計期間) 

軸受製品の取引に関して、当社のドイツにおける販売子会社は、平成23年11月に、EU競争法違

反の疑いがあるとして、欧州委員会による立入検査を受けました。また、当社の韓国における製

造・販売子会社は、平成24年7月に、独占規制及び公正取引に関する法律(公正取引法)違反の疑

いがあるとして、韓国公正取引委員会による立入検査を受けました。さらに、当社のシンガポー

ルにおける販売子会社は、平成25年2月に、競争法違反の疑いがあるとして、シンガポール競争

法委員会による立入検査を受けました。加えて、当社の子会社である株式会社天辻鋼球製作所の

本社及び関係営業所は、平成26年1月に、同社製品の過去の取引に関して独占禁止法違反の疑い

があるとして、公正取引委員会による立入検査を受けました。 

また、当社の子会社は、その他の国においても関係当局による調査等を受けております。 

当社及び当社グループといたしましては、関係当局による調査等に全面的に協力しております。 

なお、当第3四半期連結会計期間末において、これらの関係当局による調査等のうち欧州その

他一部の国におけるものに関しては、今後発生する可能性のある損失について最善の見積りを行

い、10,000百万円を独占禁止法関連損失引当金として計上しております。ただし、今後の進展に

伴い、この見積額は増減する可能性があります。また、その他の事案に関しては、課徴金等によ

る損失額を合理的に見積ることは困難であり、関係当局による調査等の結果が当社の経営成績等

に与える影響は現時点では明らかではありません。 

 

②集団訴訟の提起について 

米国において、原告である軸受製品の購入者等の代表者から、当社及び当社の米国子会社を含

む被告らに対して複数の集団訴訟が提起されております。原告は、被告らが共謀して、米国にお

いて、軸受製品の取引に関する競争を制限した等と主張し、被告らに対して、損害賠償、対象行

為の差止め等を請求しております。また、カナダにおいても、当社及び当社のカナダ子会社を含

む被告らに対して、上記訴訟と同種の集団訴訟が複数提起されております。 
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当社並びに当社の米国及びカナダの子会社といたしましては、原告による請求に対して、正当

性を主張して争っていく所存です。なお、訴状には、請求金額の記載はありませんが、当該訴訟

の結果として、当社の経営成績等へ影響を及ぼす可能性があります。 

また、当社又は当社の子会社若しくは関係会社は、上記訴訟と同種の訴訟を今後提起される可

能性があります。 

なお、前連結会計年度からの変動はありません。  

 

 

（６）セグメント情報等 

 

【セグメント情報】 

 

前第3四半期連結累計期間（自  平成24年4月1日  至  平成24年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

産業機械 自動車 計 
その他 合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

売上高 
 

 

  外部顧客への売上高 161,996 358,237 520,233 19,200 539,434 － 539,434

  セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － 21,305 21,305 △21,305 －

計 161,996 358,237 520,233 40,506 560,740 △21,305 539,434

セグメント利益（営業利益） 10,150 16,598 26,749 1,639 28,388 △5,891 22,496

 

 

当第3四半期連結累計期間（自  平成25年4月1日  至  平成25年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

産業機械 自動車 計 
その他 合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

売上高   

  外部顧客への売上高 177,926 432,455 610,381 27,377 637,758 － 637,758

  セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － 19,498 19,498 △19,498 －

計 177,926 432,455 610,381 46,875 657,257 △19,498 637,758

セグメント利益（営業利益） 15,504 33,525 49,029 1,372 50,402 △5,688 44,713

 

 

 

（７）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

該当事項はありません。 
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４．補足情報

1. 決算概要(連結)

（単位：百万円）
前半 後半 通期 前半

対前年
同期比 後半予想

対前年
同期比 通期予想 対前期比

売上高 369,401 363,441 732,842 413,603 112.0% 446,397 122.8% 860,000 117.4%

営業利益 18,416 13,945 32,361 28,752 156.1% 34,248 245.6% 63,000 194.7%

経常利益 16,954 13,356 30,310 28,140 166.0% 32,860 246.0% 61,000 201.2%

税金等調整前当期純利益 16,136 9,160 25,296 24,750 153.4% 22,850 249.5% 47,600 188.2%

当期純利益 11,857 3,882 15,739 14,749 124.4% 11,251 289.8% 26,000 165.2%

1株当たり当期純利益（円） 21.94 7.20 29.14 27.31 ―

（単位：百万円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

対前年
同期比 2Q

対前年
同期比 3Q

対前年
同期比 4Q

対前年
同期比

売上高 190,075 179,326 170,032 193,409 205,010 107.9% 208,593 116.3% 224,154 131.8%

営業利益 12,130 6,285 4,079 9,867 12,822 105.7% 15,929 253.4% 15,961 391.3%

経常利益 11,286 5,668 4,907 8,449 13,553 120.1% 14,586 257.3% 16,782 342.0%

税金等調整前四半期純利益 10,627 5,508 5,372 3,789 14,063 132.3% 10,686 194.0% 6,782 126.2%

四半期純利益 6,996 4,861 1,645 2,237 9,420 134.6% 5,329 109.6% 1,054 64.1%

1株当たり四半期純利益 （円） 12.94 9.00 3.05 4.15 17.45 ― 9.87 ― 1.95 ―

連結子会社数（社） 93 92 92 92 93 ― 93 ― 93 ―

日本 22 21 21 21 21 ― 21 ― 21 ―

海外 71 71 71 71 72 ― 72 ― 72 ―

期末従業員数（人） 28,007 28,225 28,404 28,487 29,417 ― 30,189 ― 30,283 ―

日本 11,445 11,347 11,339 11,220 11,481 ― 11,416 ― 11,297 ―

海外 16,562 16,878 17,065 17,267 17,936 ― 18,773 ― 18,986 ―

2. セグメント売上高

（単位：百万円）
前半 後半 通期 前半

対前年
同期比 後半予想

対前年
同期比 通期予想 対前期比

報告セグメント

産業機械事業 112,225 103,917 216,142 115,922 103.3% 124,078 119.4% 240,000 111.0%

　 自動車事業 243,827 246,718 490,545 283,788 116.4% 301,212 122.1% 585,000 119.3%

356,053 350,634 706,687 399,710 112.3% 425,290 121.3% 825,000 116.7%

その他 28,013 25,265 53,278 27,275 97.4% 33,725 133.5% 61,000 114.5%

調整額（消去） △ 14,665 △ 12,459 △ 27,124 △ 13,381 ― △ 12,619 ― △ 26,000 ―

369,401 363,441 732,842 413,603 112.0% 446,397 122.8% 860,000 117.4%

（単位：百万円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

対前年
同期比 2Q

対前年
同期比 3Q

対前年
同期比 4Q

対前年
同期比

報告セグメント

産業機械事業 57,117 55,108 49,771 54,146 57,023 99.8% 58,899 106.9% 62,003 124.6%

　 自動車事業 126,160 117,667 114,409 132,309 141,123 111.9% 142,664 121.2% 148,667 129.9%

183,277 172,776 164,180 186,454 198,146 108.1% 201,564 116.7% 210,670 128.3%

その他 14,307 13,706 12,493 12,772 13,523 94.5% 13,752 100.3% 19,600 156.9%

調整額（消去） △ 7,508 △ 7,156 △ 6,640 △ 5,820 △ 6,659 ― △ 6,722 ― △ 6,116 ―

190,075 179,326 170,032 193,409 205,010 107.9% 208,593 116.3% 224,154 131.8%

3. セグメント利益(営業利益)

（単位：百万円）
前半 後半 通期 前半

対前年
同期比 後半予想

対前年
同期比 通期予想 対前期比

報告セグメント

産業機械事業 8,766 4,254 13,020 9,714 110.8% 11,786 277.1% 21,500 165.1%

　 自動車事業 12,344 12,648 24,992 21,435 173.6% 24,565 194.2% 46,000 184.1%

21,111 16,901 38,012 31,149 147.5% 36,351 215.1% 67,500 177.6%

その他 1,239 925 2,164 1,400 113.0% 1,600 173.0% 3,000 138.6%

調整額（消去） △ 3,934 △ 3,881 △ 7,815 △ 3,797 ― △ 3,703 ― △ 7,500 ―

18,416 13,945 32,361 28,752 156.1% 34,248 245.6% 63,000 194.7%

（単位：百万円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

対前年
同期比 2Q

対前年
同期比 3Q

対前年
同期比 4Q

対前年
同期比

報告セグメント

産業機械事業 5,395 3,370 1,383 2,872 3,878 71.9% 5,836 173.2% 5,789 418.6%

　 自動車事業 7,804 4,540 4,253 8,395 10,262 131.5% 11,172 246.1% 12,089 284.2%

13,200 7,911 5,637 11,264 14,140 107.1% 17,009 215.0% 17,879 317.2%

その他 846 393 399 526 582 68.8% 817 207.9% △ 27 -6.8%

調整額（消去） △ 1,915 △ 2,018 △ 1,957 △ 1,925 △ 1,900 ― △ 1,896 ― △ 1,890 ―

12,130 6,285 4,079 9,867 12,822 105.7% 15,929 253.4% 15,961 391.3%

平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成26年3月期　第3四半期決算短信　補足説明資料

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期

計

合  計

計

合  計

計

合  計

計

合  計
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4. 設備投資、減価償却費

（単位：百万円）
前半 後半 通期 前半

対前年
同期比 後半予想

対前年
同期比 通期予想 対前期比

23,312 24,713 48,025 19,014 81.6% 18,986 76.8% 38,000 79.1%

減価償却費 16,393 18,205 34,598 17,290 105.5% 14,210 78.1% 31,500 91.0%

（単位：百万円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

対前年
同期比 2Q

対前年
同期比 3Q

対前年
同期比 4Q

対前年
同期比

10,569 12,742 10,596 14,118 7,508 71.0% 11,505 90.3% 10,976 103.6%

減価償却費 8,114 8,278 8,699 9,507 8,804 108.5% 8,485 102.5% 8,679 99.8%

（注1）設備投資額の平成26年3月期予想は、有形固定資産のみへの投資額。

（注2）減価償却費の平成26年3月期予想は、有形固定資産のみの減価償却費。

5. 研究開発費

（単位：百万円）
前半 後半 通期 前半

対前年
同期比 後半予想

対前年
同期比 通期予想 対前期比

5,404 5,028 10,432 4,978 92.1% 5,522 109.8% 10,500 100.7%

（単位：百万円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

対前年
同期比 2Q

対前年
同期比 3Q

対前年
同期比 4Q

対前年
同期比

2,642 2,761 2,454 2,575 2,376 89.9% 2,601 94.2% 2,387 97.3%

6. 為替換算レート

期中平均レート　　（単位：円）
前半 後半 通期 前半 後半想定 通期想定

US＄ 79.41 86.79 83.10 98.85 100.24 99.54
ユーロ 100.64 113.64 107.14 130.00 135.85 132.92

期中平均レート　　（単位：円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q想定

US＄ 80.20 78.62 81.18 92.40 98.76 98.94 100.47 100.00
ユーロ 102.91 98.37 105.23 122.05 128.95 131.05 136.69 135.00

期末レート　　　　（単位：円）
前半 後半 前半 後半想定

US＄ 77.60 94.05 97.75 100.00
ユーロ 100.24 120.73 131.87 135.00

期末レート　　　　（単位：円）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q想定

US＄ 79.31 77.60 86.58 94.05 98.59 97.75 105.39 100.00
ユーロ 98.74 100.24 114.71 120.73 128.53 131.87 145.05 135.00

以　上

研究開発費

設備投資

平成26年3月期

設備投資

研究開発費

平成25年3月期

平成25年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期

平成25年3月期 平成26年3月期
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